
ビッグベル (C18) 
真鍮製  カラー：ゴールド 

高さ：45 ㎜ 直径：45㎜ 

重量：85ｇ 

1.5 ㎜Φステンレスワイヤー 

吊り 消音板つき 

税込価格：￥3,564 

(本体価格￥3,300) 

０’(ゼロ)ベル (C11) 
真鍮製  カラー：ゴールド 

高さ：39 ㎜ 直径：40 ㎜  

重量：65ｇ 

1.5 ㎜Φステンレスワイヤー 

吊り  消音板つき 

税込価格：￥2,268 

(本体価格￥2,100) 

 

 
 

我社の商品はすべて Made in japan 表示をしています。 
〒３３４－００６２ 埼玉県川口市榛松 ６９９ 

TEL ０４８（２８１）１３２２  FAX ０４８（２８６）０８６６ 

http://www.exp-japan.jp    e-mail: exp.offjapan@jasmine.ocn.ne.jp 

 

冬のトップシーズンも過ぎ、標高の低い山々から春に向かっています。雪解けも始まり、

本格的に春を迎える季節。植物や動物も活発に動き出し、活き活きとした世界が広がります。

美しい山は自然のルールが支配する世界。山の主である熊たちも、目覚める季節。 

年々増える熊とのトラブルを避けるためにも、熊鈴を必ず用意して下さい。 
 

 

愛するニッポン 

ベルシリーズ 
○ シンプルな造り、愛らしい鈴音。好みの大きさを選べる熊鈴です。 

○ 吊り紐のステンレスワイヤーが振り子（ハンマー）を固定します。ワイヤーの弾力で歩くごとに 

鈴音が大きく響きます。ワイヤーは肌にやさしいナイロンコーティング加工をしてあります。 

○ 簡単に脱着ができる消音板付き。消音板をつけると鈴音が響きません。 

 
＜振り子の原理＞ 

                                                            ベルはハンマーの重さと振り半径に 

比例して大きく響きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プチベル (C17) 
真鍮製  カラー：ゴールド 

高さ：27㎜ 直径：29 ㎜ 

重量：30ｇ 

1.5 ㎜Φステンレスワイヤー 

吊り  消音板つき 

税込価格：￥2,052 

(本体価格￥1,900) 

 

ミニベル (C16) 
真鍮製  カラー：ゴールド 

高さ：14 ㎜ 直径：16㎜ 

重量：10ｇ 

1.5 ㎜Φステンレスワイヤー 

吊り  消音板なし 

税込価格：￥1,253 

(本体価格￥1,160) 
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エキスパートオブジャパンで進化を続けてきたエイリアン＃５ 

その可能性は工夫次第！！ 

今回は新しい使い方もご紹介いたします。 

 

優れたニッポン 

ALIEN（エイリアン）＃ ５ファイブ(S15) 

 

○ 上部カメラ台座にハイプロテクションフィルム 

を貼りつけカメラが傷つかないようにしました。 

安定感もさらに良くなります。 

○ ステッキ、ストック、ピッケルがカメラの１脚に 

なるアタッチメント。 

○ グリップ形状にかかわらず、上下の固定バンド 

を締めるとエイリアン＃５が固定できます。 

○ カメラを横向きにしたいときはタレットボルトを横のネジ穴に移してください。 

○ ポケットに入る軽量コンパクトサイズ。 

○ 自転車のハンドルやヘルメットに着けて動画を撮ることも出来ます。 

 

ALIEN（エイリアン）＃ ５(S15) 
ジュラルミン(A5052)製 

カラー：ブラック重量：60ｇ 税込価格：￥3,024（本体価格￥2,800） 

 

装着できるものはステッキやストックだけではありません！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真（左：自転車用ヘルメット装着時）    （右：自転車のハンドル装着時） 

 

 

◇当社のホームページでは、その使用例を動画で 

ご紹介しています。ぜひご覧ください。 

 

アクセス方法 

① エキスパートオブジャパンのWEBサイトより、 

アウトドアグッズをクリック 

② 右の様なページになりますので、右下の動画 

アイコンをクリックしてい下さい。 

 

 

 



素晴らしいニッポン 

ステッキシリーズ 
 

独自の特徴（ステッキ、ストック共通） 

 

伸縮操作が容易な楕円形状のシャフト。A7001超ジュラルミン製。 

○ 長さ調整は特殊鋼製板バネとカムで行う「ラチェット式」。指でカム(突起部)を押すと、ロックが解除 

され長さ調整ができる。我社独自の構造。操作しやすく、握力不要。 

○ クッションは巻き方向が違う大小のコイルバネの組合せで衝撃を吸収する「ダブルクッション」機構 

○ すべての金剛には押込み式の小バスケットがついています。 

 

3段金剛(S1)転用品につきバスケット大をサービス 

３段は径が違うパイプの３段式。 

カラー/茶、濃紺。長さ/499㎜～965㎜。 

重量/240g。税込価格/￥9,280（本体価格￥8,600） 

 

3段クッション金剛(S2) 

グリップ内にダブルクッション機構付き。 

カラー/ワイン、ブルー。長さ/510㎜～998㎜。 

重量/270g。税込価格/￥9,936（本体価格￥9,200） 

 

4段金剛(S3) 

４段は径が違うパイプの４段式。 

カラー/ワイン、ブルー。長さ/474㎜～941㎜。 

重量/240g。税込価格/￥9,720（本体価格￥9,000） 

 

4段クッション金剛(S4) 

最も短いコンパクトサイズ。ダブルクッションつき。 

カラー/ワイン、ブルー。長さ/458 ㎜～963㎜。 

重量/275g。税込価格/￥10,368（本体価格￥9,600） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S1         S2          S3          S4 

 



季節は春～初夏ですが、まだまだ積雪がある山域も多数です。とは言っても「真冬の装備までは 

必要ないし・・・」と困るシーズンでもあります。そんな季節の移行時期に役立つ商品をご紹介！ 

 

たよれるニッポン 

3段ピックステッキ（S10） 
ヘッドはクロモリ鋼、焼き入れ済みのピッケル形状。ただし、ピッケルではない。あくまでもステッキです。 

○小バスケット付き。 シャフトは A７００１（超ジュラルミン）製楕円形のパイプの 3段式。  

○長さ調節に腕力を必要とせず操作も簡単です。 手がかりのないところではピック部を地面に打ち込ん

で通過できます。足元が不安定なところではブレード部で足がかりをつくれます。バランスを保ち、スリッ

プ防止にも役立ちます。  

グリップはクロモリ鋼アイゼンと同じ焼入れ加工。ラチェット式。ヘッドはピッケル形状。 

 

カラー（２色）・ワイン 最短 ５３２ｍｍ×最長 １００７ｍｍ重量 ３２５ｇ  

ブルー 最短 ５８０ｍｍ×最長 １２２０ｍｍ 重量 ３７０ｇ 

（バスケット大、小、ピックカバー、石突プロテクター付）  

税込価格：￥12,960（本体価格￥12,000）  

 

３段ピックステッキにはバスケット大が 

取付けられます。（直径 96Ф、押込式）。 

バスケット大をつけるとステッキが 

雪にもぐらずに行動できます。 

 

 

好きですニッポン 

軽アイゼン４Ｐ～5Ｐシリーズ 
クロモリ４Ｐは爪高１５㎜の滑り止めです。クロモリ５Ｐは爪高３０㎜の簡易アイゼンです。どちらも土踏まずが

定位置です。 

○ 最大のセールスポイントは本格的アイゼン（８Ｐ～１４Ｐ）と同じ製造過程で造られたことです。材質もク

ロモリ鋼製。焼入れ塗装も先端技術で処理した自慢の商品です。 

○ ベルト通し用の左、右のリングがないのも特長です。固定バンドはフレームにつける構造です。リングが

ないから小さな靴から大きな靴までジャストフィットします。固定バンドが傷みやすいのではと危惧する声

もありますが、トラブルはありません。 

○ 爪が多いアイゼンほど氷雪をよくとらえます。従来品と比べて３６０度あらゆる方向によく効く設計で

す。 

ユーザーの安全登山のために開発された４Ｐ、５Ｐです。すべてのハイカーの安全登山のお役に立つのが、

エキスパートの願いです。 

 

クロモリ４Ｐset(ST4) 

クロモリ鋼製/黒色電着塗装。サイズ/43㎜×70㎜。 

爪高 15 ㎜。重量/135g。 

税込価格/￥2,948（本体価格￥2,730） 

 

 

 

 

 

クロモリ５Ｐset(ST29) 

クロモリ鋼製/黒色電着塗装。サイズ/50mm×70㎜。 

爪高31㎜。重量/185g。爪角度100度 

税込価格/￥3,402（本体価格￥3,150） 



八ヶ岳（阿弥陀岳） 
メンバー：松田 次郎＆留美 
 
3/22（土） 
 
6：05 の中央線に乗って出発です。節約目的でもちろん特急あずさは使用せず、各駅停車の旅。 
この朝の便は非常に便利。八王子で松本まで 1本で行く便に乗り換えが可能です。まさに登山者向けです
ね。 
 
駅で電車を待っているときに、事件発生！ 
カメラを持ってきたのは良いですが、なんと中の SDカードを入れていない事が発覚。 
バッテリーは前日に充電して入れてあったのですが、SDカードがない。しかもバッテリーを入れる際に、 
セットする箇所が同じ場所なので普通は気が付くはずなのですが・・・・ 
今回は見落とし。これまでも気を付けてきた事だったのですが、ついにやってしまいました。 
これでカメラはただの重しと化し、ガックリ。反省です。 
※そのため今回の写真は全て携帯電話で撮った写真です。 
 
我々は八ヶ岳の美濃戸口が入山ルートなので茅野で下車。 
バス停には既に登山者が並んでしましたが、その数も思っていたほどではありません。3連休なので、 
メチャクチャ混んでいるかと不安を抱いていましたが、バスも普通に乗れて一安心。 
ただ、マイカーで来た人達がすごかったようです。 
マイカーの路上駐車が多く、バスが美濃戸口の終点まで入れないというのです。 
そのため、ちょっと手前でストップし、そこから徒歩で向かうことになりました。 
私も以前何度も来たことありますが、冬季にこんなに混んでいるのを見たのは初めて、最近はこんな感
じなのですね。夏場になったらもっとすごいのでしょうか。 
 
美濃戸口で装備を整え、登山届を書いて出発です。 
いつも日陰で雪が凍ってツルツルの箇所もだいぶ溶けてアイゼンなしでクリア。 
美濃戸山荘に到着。軽く行動食を食べ休憩し、行者小屋に向け南沢ルートを出発です。 
 
今回の連休初日から入っていた登山者は下山の時間帯、 
多くの人とすれ違います。積雪期に八ヶ岳に入るのは数年 
ぶりでしたが、登山者の装備品が以前と比べると明らかに 
変わっています。まず、ヘルメットの普及率がすごい。 
種類も多く、一般の登山者もヘルメットをちゃんと持って 
きています。以前は明らかにバリエーションルートに行っ 
てきたという人以外は持っていませんでした。あと、質の 
良いサングラスを皆さん掛けるようになっています。 
以前はメーカーも分からないような物や、２～３千円と思 
われる廉価品を使用している人も多かったのですが、今回 
出会う登山者は１ケタ高い２～３万円ほどのサングラス 
をかけています。 
頭部の安全や目の保護という意味で、良い傾向だと感じま 
した。数年の短期間でこれだけ影響があるのですから、 
お店を含む業界の啓蒙活動の大切さを改めて認識しました。 
 
行者小屋に到着すると多くのテントが既に張られています。 
さすが３連休です。小さなテント村になっていました。 
場所を探していると、なんとも素晴らしい場所を発見！ 
メインの場所よりちょっと上の方で、日当たり良好。 
さっきまで張ってあったと思われるフラットな場所が 
空いているではありませんか。 
ラッキーです！！早速テントを張ってひと段落。 
 
今日はここまでなので、ゆっくり日向ぼっことなりました。こうなると、やっぱりほしいのはビール！！ 
そして今回ありがたい事に行者小屋が空いているのです。小屋スタッフに話を聞いてみると、 



今シーズンより冬も土日祝日は小屋を開けることにしたそうで,登山者が増えているのでしょう。通年営
業で有名な赤岳鉱泉だけでなく、行者小屋も加わり、冬季もさらに八ヶ岳は便利な山域となりそうです。 
 
ビールを２缶買い込み、マットをテントの外に引き出し、 
居酒屋八ヶ岳を設置。 乾杯！！至福の時間にありがとう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このテント場はトレイも設置されています。また水場もあるので、雪を溶かして水作りの作業も必要ありま
せん。水場も以前よりしっかり整備されており、全く問題ありませんでした。 
 
＜参考ポイント①＞ 
●テント場 1,000 円（1人につき） ビール 1缶 500 円（350ml） テント利用者はトレイも無料 
                      
テント場でもついつい気になってしまうのが、登山者の装備品。 
今回も多くの皆さんがエキスパートオブジャパン製のワカンを使ってくれていました。それぞれに感謝で
す。そして販売頂いているお店の方にもありがとう！ 
数年前に復活した、反りの無いフラットタイプを持っている方もけっこう多く、参考になりました。 
 
夕方には八ヶ岳の稜線付近も赤く染まり、大変美しい 
一瞬を迎えました。 
遠方には北アルプスのキレイな山並みがシルエットに 
なりました。（写真右） 
 
ラーメン＆アルファ米で夕飯を済ませて、就寝。 
3月の後半なので、さすがに寒さも緩み、しっかりと 
睡眠もとれました。 
 
 
 
3/23（日） 
4：30 起床 
朝食をとり 6：00 過ぎに出発 
 
この日も快晴！！ 
稜線もキレイに朝日を浴びています。 
 
阿弥陀岳に向け、文三郎尾根を登ります。尾根を登りながら左右を見ると、バリエーションルートに向かう
パーティーも多数あります。それぞれが自分のスタイルで楽しんでいます。 
 



稜線まで登り切ると、風が強まり少し寒さも感じますが、快晴のためそれもたいしたことはありません。 
テルモスの紅茶を飲んで、一休み。 
 
阿弥陀岳までの途中にある中岳で、先行していた単独女性に会いました。その方は、阿弥陀岳の途中まで
行ってきたが、斜面の雪がくずれやすく、諦めて戻ってきたとの事です。「そういった雪質の時は、何か登
るコツってあるのかしら？」と聞かれましたが、我々も行ってみないと分からんしな～ 
残念ながら返答できず・・・ 
ただ自分の力量と比較し引き返し慎重な行動でエライな～と思った反面、それほど経験無いにもかかわ
らず、3月とは言え雪山に女性単独で来るとは、これまたスゴイなと・・・ 
 
その方と分かれ、我々も阿弥陀岳の頂上直下、最後の登り。確かに、積雪が多いので、強く蹴り込んで行か
ないと、ズルズルとくずれる感じでした。ただこの斜面はいつもこんな感じだった様な気もします。慣れ
ていない人には斜面もきつく感じるかもしれません。やっぱり、慣れない人はだれか経験者と来る事が大
切ですね。 
 
斜面を登り切るとついに阿弥陀岳山頂に到着。これまた 360°の大展望！！素晴らしいの一言。 
快晴の雪山は最高です。 
道標は頭の丸いてっぺんだけ上から見えますが、あとは全て雪の中。積雪多いのかな！？ 
 
山頂で行動食＆紅茶を頂きながら、景色を堪能。のんびりと時間を過ごします。暫くすると、南稜からも 
2人組が登って来ました。1泊でバリエーションルートを登り切った、充実感に満たされた笑顔をしていまし
た。それぞれの八ヶ岳。いいですね！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
気持ちを引き締めて、下山を開始。先ほどの雪がくずれやすい個所も慎重に下ります。場所によっては、 
クライムダウンしながら一気に下りて行きます。 
斜面を下り切ると、この日は中岳沢に多くの人が入っている事と、雪の弱層も無く安定している様なので、
こちらのルートをいっきに尻セード！！と～～っても楽チン。 
 
行者小屋に戻り、テントの撤収です。 
帰路も南沢を下って、美濃戸口へと下山しました。 
連休最終日ともなるとマイカーの駐車も減り、バスが美濃戸口まで入って来てくれました。 
 
帰りはちょっと豪勢！？に特急あずさを使って、快適な電車旅で締めくくりました。 
今回も安全で快晴の登山。全てに感謝。ありがとう！ 

 

 
 
 
 



明るいニッポン 
ピンチクリアー（ＣＬ１７） 

春は何事も新しいスタートとチャレンジの季節です。学校や山岳会など新入メンバーも増えてくる頃。初
めて履いた登山靴。ワクワクとした期待と共に始めた登山ですが、ただ楽しい事ばかりではありません。
買ったばかりの靴が足に合わず、慣れない長時間歩行でとてもひどい目に会っている人なんかも出てく
る頃でしょう。そんな時こそ、ピンチクリアーです。様々な靴を矯正できる便利なアイテムです。 
 
◆登山靴、スキー靴、スノーボード靴などの矯正治具。   靴を販売する店の必需品です。   鉄製。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜パーツ名と素材＞ 

①フレーム ②ハンドル ③楕円形受け ④丸型受け ⑤ジョイント ⑥楕円形当て ⑦丸型当て 

⑤⑥⑦はアルミ製。 総重量：3.48 ㎏  税込価格/￥151,200（本体価格￥140,000） 

 

・スキー靴など、プラスチック製ブーツに使う際は⑥⑦の当てを暖めて使用下さい。必要以上に当てに熱

を加えると、プラスチック製ブーツは壊れます。その際の責任はピンチクリアー使用者にあります。 

・皮製靴の場合でも、⑥⑦の当てを暖めたほうが、短時間で押し出しが出来ます。 
・ハンドル、本体、その他のネジ部には、たまにミシン油などをつけると、ピンチクリアーは長持ちします。 
注油をしないで永年、使い続けると、ネジが焼付き動かなくなります。 
・ピンチクリアーの保管は油のついたウエスに包み、湿気の少ない、風通しの良い場所を選んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


